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あ.るD2の 独 り言

(う一 ん最近 独 り言 が多 くな ったな 一)

今 回投稿 依 頼 を受 けた と き、 テ ーマ が将来 へ の夢 が あ る もの を と言 われ て正 直 な ところ困 りま した。

.う一ん、夢 ね一。 今 の と ころ毎 日の仕 事 に追 い ま くられて夢 とか考 え る時間 が ない もので、 自分 に夢 な

ん か あった っけ と言 うと ころまで戻 らな い とと っさ には何 も思 いつ きませ んで した。 そ こで、 まあ投 稿

依頼 には 「昔 話 は な るべ く避 けて」 とあ りま した が、 まず は 自分の 原点 に かえ って見 る ことに しま した。

自分 はなぜ ここに来 たの か。

自分 が今 い る場所 、つ ま り今 の私 の仕事 は、 分野 は物 性物 理 、 テー マは 「中性 子散 乱実 験 に よ る稀 土

類金 属 間化 合物 の磁 性研究 」 です。 か とい って最初 か ら この テー マを希 望 して今 に至 って い る訳 で もな

く、研究 室 で この テー マに割 り振 られた か ら、つ ま りは 「成 り行 きで」 どい うのが正 直な ところで す。

成 り行 きで や って い るとい うと聞 こえは悪 い です が、 だ か らといっ て不 満 が あ る訳 で はな くや って い る

うち に面 白 い と思 った か ら現 在 に至 って い ます 。(で な けれ ば しんど い思 い まで して ドクター に残 りま

せ ん!)た だ今 までは 目の前 の課 題 を こなす ことで必 死 で将来 の展 望 な どは考 えて い ませ んで した。 ま

あせ いぜ いが将 来 の職 に対 す る心 配 ぐらいで(正 直 「ぐらい」 の程 度 で はあ りませ ん が)目 先 の希 望 と

いえ ば これ で食 えてい けた らい いな 一程度 の ものです 。 こんな現状 で 「あなた は今 の研 究 分野 で将 来何

が したいで す か」 と聞 かれ た時 、上 か ら降 り注 いで くるた くさんの実験 テーマ を こなすだ け にな って い

る 自分 が そ こに いま した。 う一 む、 これ で はい かん。 研究 者 と しての 志 を高 く持 たね ば。 いや 、志 な ん

て高級 な もの は ど一で もい いの だが 、 これで は楽 しくな い。 ち ょうどい い機会 だ。 少 し考 えて 見 よ う。

そ.もぞ も何 で物 理 や って るんだ っけ。

そ もそ もの私 の子 供 の ころか らの夢 は宇宙 に い くことで した。 これ は ぼ くと 同 じ世 代 の物理 屋 さ んに

は多 い だ ろ うと思 い ます。 当然 大学 進学 を考 える歳 に な った ときに も単純 な 頭 で考 え ま した。 「ど うす

れば 宇宙 にい け るか」。 宇宙 工学 の文字 は当然 出 て きたの です が工 学 とい うか らに は これ は ロ ケ ッ トを

作 る方 だ ろ う、 ぼ くのや りた い ことは宇 宙 にい くこ とだ、 そ うだ、 スペ ー ス シ ャ トルの な かで実験 や っ

と るや ない か、実 験 や るほ うに まわ らな あかん 、 と単純 に考 えた訳 です。 つ ま り私 が物理 を選 んだ理 由

はや は り宇宙 に い くため の方便 で あ るとい え ます。 そ うそ う、 そ うで した。 しか し宇 宙 と中性子 散乱 実

験 、 う一 ん、 ど うつ なげ ま し ょうか。 ま るで落 語 の3題 噺 です ね一 。中 性子 散乱 実験 は、物 性研 究 、特

に磁 性 をテー マ に されて い る方 にはお な じみの ものです 。 中性子 線 源 と しては定 常型 と して原子 炉 、 パ

ル ス型 と して サ イ ク ロ トロソを使 うものが あ ります 。 当然 定常 型 の原子 炉 の必 要性 は大 きい ものが あ り

ます が、 や は り環境 の問題 か らも実 験用 の原子 炉 の建造 には難 しい ものが あ ります 。実 際 日本 国 内に お

いて 稼働 して い る中 性子 散乱 実験 に使 える実 験炉 は私 が利 用 して い る 日本 原子 力研 究 所 のJRR-3Mと

京 都 大学 のKURの2基 だけ です 。そ うだ 、衛 星軌 道 上 に建 造 す る な ら環 境 問題 も大 丈夫 、文 句 をい う
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近隣住民はいない、老朽化 したら軌道を変えて太陽に放 り込めばいい。これはいけるぞっ、といっても

コストパフォーマソスからいっても絶対無理だよな一、いくら何でも衛星軌道までの旅費は出してくれ

ないよな一。ただでさえ東海村までの旅費だけでも準いへんだし… 。う一む、もっと現実的なものは

ないか?そ うだ、結晶作成はどうだ?中 性子散乱実験で磁性体の磁気構造解析をする場合、良質の単結

晶試料が必要です。 しかも非弾性散乱実験を行って動的構造を調べる場合にはシグナルが非常に弱いた

め大型の試料が必要となります。そこで私は日々研究室の所有している トリアーク炉を相手に格闘して

いるのですがこれがなかなか難 しい。そこでです。無重力状態では良質の合金が作れると聞きます。し

かも単結晶を作るにしても大きくできそうだ。よし、だれか気前のいい人、私を炉と一緒に宇宙へ打ち

上げてくれませんか?

確かに宇宙にいくための方便として物理を選びました。それなら実験屋であるなら他の学問でもよかっ

たはずですが、それでも物理にしたのはなぜか。私が物理というものに対して抱いているイメージにあ

ります。それは中世の錬金術です。利益に直接つながるかどうかまったくわからないがそれでも何かを

産み出しそうな夢のある代物。まあ錬金術は科学の祖なのですから当然といえば当然ですが、毎年当た

るかどうかもわからん科研費の申請を出しては研究費の確保に奔走する姿など錬金術士が貴族のバ トロ

ソを探す姿を彷彿させます。そんな物理の存在理由とは何でしょう。確かに科学の進歩による人類の発

展なんてのもあるでしょうが、私にはそれよりも絵画とか音楽とかのような芸術のような一面があると

思えます。腹の足しにはならないが、ないと寂しい存在。世紀末を迎えたこの数年、人類社会はいろい

ろな変化を経験し、来世紀にはどうなっているふわからない世の中になってきました。私としては、せ

めて腹の足しにならないものでも面白そうと思えるものの存在を許せる余裕を人類にもっていてほしい

と切に願います。(ま、要は自分の稼 ぎ口が残っていてくれたら十分です)
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